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内部磁気圏の微小な磁場変化や擾乱が、プラズマ粒子を加速している可能性が指摘されている。そのためERG衛
星の科学的目標であるプラズマ加速過程の解明の為には、高い精度で磁場を計測する必要がある。 
 3軸のフラックスゲート磁力計(MGF)のセンサ各軸は、製造時の取り付け誤差による直交性の誤差や、回路部や
センサに起因するオフセットを持つ。さらに、オフセットと感度は温度により変化することが知られてい
る。衛星打ち上げ後取得されるデータを補正し精度の高いデータを取得するために、地上試験によって感
度・アライメント・オフセットとそれらの温度依存性をあらかじめ把握する必要がある。我々は、ERG衛星に搭
載されるMGFのセンサに関して、地上試験によって感度・アライメント・オフセットを求め、その温度依存性を
調べた。本発表ではこれらの結果について報告する。
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